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◇芦屋市立中学校の部活動の地域移行検討会議
及び
芦屋市立中学校の休日部活動の地域移行推進会議
の開催

◇担当課での連絡会議の開催
学校支援課、社会教育推進課、スポーツ推進課
+中学校体育連盟担当校長

ＰＡＲＴ ０１

これまでの
芦屋市の

部活動の地域展開
の取り組み
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◇ 参加者
市内中学校体育連盟校長や保護者代表、大学教授を含む有識者

◇ 開催回数
令和５・６年度で８回

◇ 開催目的
地域クラブへの移行に向けた課題等を抽出し、今後の進め方に
ついて芦屋市教育委員会へ助言をいただく。

部活動の地域移行検討会議及び推進会議の開催
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①現状についての共通理解

・部活動は教育的価値が高いが、過度な負担や時間外労働が問題視
されている。

・教員が必ずしも競技や活動の専門家でないため、教員の負担を
軽減するためにも地域との連携を求められている。

・少子化が進行しており、学校ごとに部活動を維持するのが難しく
なる可能性が高い。

・中学校の部活動を地域に移行するにあたり、混乱が生じることも
懸念される。

部活動の地域移行検討会議及び推進会議にて各委員意見まとめ
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②地域移行を進めるにあたっての課題

・指導者の確保や外部からの協力を得る必要があるが、予算面や
人材不足が懸念される。

・中学校施設の使用も想定する必要があるが、管理方法について整備
を進める必要がある。

・生徒数自体も減少傾向であり、地域で活動が存続できるか懸念される。

・平日の学校部活動、休日の地域クラブ活動の指導の一貫性を保ち
づらいことが予想される。
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③地域移行の進め方について

・生徒や保護者、教員への周知を徹底し、混乱を避けるよう配慮すべき。
（アンケートも必要だが、方針がないままの実施では混乱を招く。）

・まず移行のゴールを明確にし、そのための具体的なステップを設ける
ことが望ましい。

・急激な移行をさけるために、検証事業を行う等、可能な取り組みを
スモールステップで進めていくのが望ましい。

・移行により、こども達ができるようになることをわかりやすく示す。
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所管課（中学校部活動地域移行連絡会議）での確認事項

地域移行の時期

◇令和5年2月15日
「令和8年度中（年度内適宜）休日の学校部活動については、
地域クラブ活動へ移行する。」と決定
◇令和6年11月28日
「令和８年度中（年度内適宜）休日・平日の学校部活動を終了し、
地域クラブ活動へ地域展開する。」と再決定

大切にしたいこと

生徒がスポーツ・文化芸術活動を通して成長する機会をつくること
生徒が放課後等に過ごすことができる居場所をつくること
生徒が自らの興味に基づいて選択し、活動する機会をつくること
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④ 今後の進め方について

・指導者のライセンス義務化は今後の取組を進める上で困難な条件で
あり、研修会実施が適切である。

・運営の統括について、外部団体への委託等の方法を検討する必要が
ある。

・早急に芦屋市として地域展開の方向性を定め、具体的計画の協議を
推進会議で行っていくことが必要である。また、推進にあたっては、
体制の充実が求められる。
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地域展開に係る検証事業実施
ＰＡＲＴ ０２

これまでの
芦屋市の

部活動の地域展開
の取り組み

令和６年４月配信分チラシ 9



◇目的
より多様な活動機会を生徒に提供するための実現可能

性の検証

◇実施する地域クラブ及び対象人数（１月末現在）
バドミントン（４名）
フラッグフットボール（１名）
ダブルダッチ（５名）

◇今後
関係者に聞き取りを行い、今年度の検証事業の
振り返りを実施する。

地域展開に係る検証事業について（学校部活動にない活動）
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◇目的
地域指導者が生徒の技能向上に与える影響や、生徒の

健康や安全に十分配慮した体制整備等に関する検証

◇実施する地域クラブ及び対象人数（１月末現在）
精道中学校剣道部（１５名）
山手中学校男子バスケットボール部（２１名）
潮見中学校男子卓球部（１４名）

◇今後
関係者に聞き取りを行い、今年度の検証事業の
振り返りを実施する。

地域展開に係る検証事業について（市内中学校の休日の部活動）
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保護者対象の説明会実施ＰＡＲＴ ０３

これまでの
芦屋市の

部活動の地域展開
の取り組み

令和６年１２月２１日（土）開催
うちぶん（大会議室） 12



児童アンケート実施ＰＡＲＴ ０４

これまでの
芦屋市の

部活動の地域展開
の取り組み

実施期間 令和７年３月
対象 小学校４・５・６年生
回答数 ２７３人
回答率 １２．３％
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児童アンケート結果➀

Q１ 中学生になってから放課後や休みの日に、勉強以外にしたいスポーツ・文化芸
術活動がありますか。
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児童アンケート結果②
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Q２ 今後やってみたいと思うスポーツ・文化芸術活動を教えてください。



児童アンケート結果③

Q３ 平日のクラブに参加できる時間を教えてください。
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児童アンケート結果④

Q４ 休日のクラブに参加できる時間を教えてください。
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児童アンケート結果⑤

Q５ クラブの活動場所が、進学する予定の学校ではない場所になった場合、

どんな方法で通いますか。
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児童アンケート結果⑥

Q６ 自宅から活動場所までの移動について、どれくらいまでの時間をかけることが

可能ですか。
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児童アンケート結果⑦

Q７ あなたは、どんな目的でスポーツ・文化芸術活動に取り組みたいですか。

技術を伸ばし、よい成績や結果を得る
ことを目指す

技術を伸ばすことを目指すが、よい成績
や結果を得ることはあまり重視しない

みんなで楽しむことを重視する

取り組む予定がない

その他
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令和7年度

ＰＡＲＴ ０５

これまでの
芦屋市の

部活動の地域展開
の取り組み

日 事柄

4月～5月 芦屋市における地域クラブ活動に関する方針を公表

6月～8月 芦屋市における地域クラブの第１次募集開始

9月～12月 地域クラブの募集に係る申請団体の面接・認定

以降第2次募集

日 事柄

7月～10月 中学校部活動の終了及び地域クラブ活動開始

今後のスケジュールについて（案）

令和８年度
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令和６年 令和７年 令和８年 令和９年以降

学校部活動

【検証１】ダブルダッチ、フラッグフットボール、バドミントン
【検証２】剣道部、男子バスケットボール部、男子卓球部

地域クラブの展開開始・運営

学校

運動部１１種目２８部
文化部６種目１２部
合計１７種目４０部
部活動加入率８０．１％

SC21

地域

企業

保護者

民間
クラブ

NPO

競技団体・
文化芸術団体

etc.

〇子どもがたくさん体験できるまち（案）
地域全体でこれまでになかった種目
を含めたクラブを展開し、中学生が
現在より多くの選択肢から取り組み
たい種目や参加の仕方を自ら選び、
活動する仕組みを作り、子どものス
ポーツや文化芸術活動に継続的に親し
める環境づくりを目指す。

自由な参加の形で

これまでより多くの選択肢

地域クラブへの展開準備

検証事業

スケジュールについて（イメージ図）
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